
　  経 営 分 析 表

分　　析　　項　　目 令和２年度 令和元年度 平成30年度 算　　　　　　式

固定資産

固定資産＋流動資産＋繰延資産

資本金＋剰余金＋評価差額等＋繰延収益

負債資本合計

固定資産

資本金＋剰余金＋評価差額等＋繰延収益

流動資産

流動負債

現金預金＋（未収金－貸倒引当金）

流動負債

現金預金

流動負債

総収益

（期首総資本＋期末総資本）÷2

医業収益

（期首自己資本*1＋期末自己資本*1）÷2

医業収益

（期首固定資産＋期末固定資産）÷2

医業収益

（期首流動資産＋期末流動資産）÷2

医業収益

（期首未収金＋期末未収金）÷2

当年度減価償却費
有形・無形固定資産－土地－建設仮勘定＋当年度減価償却費

経常利益（経常損失）

（期首総資本＋期末総資本）÷2

総収益

総費用

医業収益

医業費用

支払利息＋企業債取扱諸費
建設改良の財源に充てるための企業債＋その他企業債＋一時借入金＋リース債務

流動負債－建設改良の財源に充てた企業債等*2

－（流動資産－翌年度繰越財源）

医業収益

18　患者1人当たり診療収入

入院収益

年延入院患者数

外来収益

年延外来患者数

薬品費

年延入院外来患者数

薬品収入（投薬分）

投薬用薬品費

薬品収入（注射分）

注射用薬品費

22　診療収入に対する割合

投薬注射収入

入院外来収益

検査収入

入院外来収益

Ｘ線収入

入院外来収益

注：算出方法に用いた数値は，「地方公営企業決算状況調査」による。

注：26年度から新会計基準が適用されたため、一部の算式を変更している。

*1：資本金＋剰余金＋評価差額等＋繰延収益

*2：建設改良の財源に充てた企業債＋PFI法に基づく事業に係る建設事業債などのリース債務

*3：不良債務は発生していない
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17　不良債務比率（％）*3

×100

20　投薬薬品使用効率（％）

16　利子負担率（％）

×100

19　患者1人当たり薬品費（円）

　　・入院（円）

　　・外来（円）

×100

14　総収益対総費用比率（％） ×100

15　医業収益対医業費用比率（％） ×100

×100

13　総資本利益率（％） ×100

11　未収金回転率

12　減価償却率（％）

10　流動資産回転率

 7　総資本回転率

 8　自己資本回転率

 6　現金預金比率（％） ×100

 9　固定資産回転率

 4　流動比率（％） ×100

 5　当座比率（％） ×100

×100

 3　固定比率（％） ×100

×100

　　・投薬注射収入（％） ×100

×100 1　固定資産構成比率（％）　

 2　自己資本構成比率（％）

　　・検査収入（％） ×100

　　・Ｘ線収入（％） ×100

21　注射薬品使用効率（％）
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